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近医で高山rt 糖尿病治頼.規病惟 :H l1年 12FJ28日 午

後呈時より全身倦怠感,曝気を訴え近医受診.補液 をう

けたが改善せず墾田当科受診した.現症 :身濃150cm,

体蔽73kg.射 出Obpnl整.血l~王88/5011川1Hg.冒血球.
酵素上昇.心電凶で房室接合部調律.Ⅲ,Ⅲ.aVF誘

導でST上軌 異常 Q波を認め急性心筋梗塞と診断し

室圧で dip&plaもe汲u,右頭注で深い y 谷を認め石室

梗塞と診断し/た.平均肺動脈樫入圧13111mlig.心拍係

数L).･18/nlill//mi).安定期(7)冠動脈遺賢',,では右冠動脈

者1完全閉塞,左前下行枝#7の90%狭窄を認めた.

症例2:66歳男性.主訴 :前胸部圧迫感.既往歴 :班

3年胃全摘術 H7年腸閉塞.現病歴 :H12年 2月15日

午後9時帰宅直後に前胸部圧迫感,冷汗自覚.安静で改

善せず同田当院救急外来受診.受診時は症状 1/10に軽

減し;.'=.硯症 :身長165clll.体藍51kg,脈拍68bpm,

血圧110/60mmI厘.腹部に手術碗痕を認める.自血球

i2700/mm3 と上昇.酵素上昇認めず.心電図 ;Ⅱ,臥

aVF誘導でわずかに ST上昇.心エコ- ;後壁から後

壁中隔軽度壁運動低下.急性心筋梗塞と診断し緊急冠動

脈造影施行.右冠動脈#4PD,#4PL に血栓と考え

られる99%狭窄を認めた.同部へ PTCR施行するが改

善せず,PTCAにて再疎通成功した.右心カテ-テル

では石室圧で dip&plateau,右房圧で深いy谷を認め
石室梗塞と診断.右冠動脈近位部での血栓閉塞の自然再

開通による胸痛改善,血栓の抹消への移動があったと予

想された.

石室梗塞は石室収縮機能の障害による石室充満圧の上

昇と心拍出量低下を来し特殊な血行動態を里し大農輸液

や時に右房 ･石室逐次ペ-シンダを要する.症例二のよ

うな,非典型例もあり,右冠動艶を寮任と考えられる心

筋梗塞では石室梗塞の可能性を考慮し病驚 ･血行動態把

超に努める必要がある,
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監目的苫血祭 BNP濃度の測定は循環器の専門的な技

術を必要とせず,しかも左室機能の簡便な指標であるこ

とが報-A:-されている.しかし. .般外来において心疾患

のスI/1)一一二ンゲや病態を把捉する指標として.BNP

341

測定がどの程度有用か不明であるので今回検討した.

E方法3土田内科循環器科クリニックを受診 した外来

通院患者連続778名を対象とした.外来受診時に座位安

静30分後に採血し,IR入IA法にて血饗BNP濃度を測

【結果】 日 )各疾患における異常値の割合を. a)

正常値(･T)"18.41､1L''と,(b)JL､眼病スクリーニング

のカットオフ値として岩手医科太から提案の "40以上"

で検討した. ≪各疾患 (例数):18.確以上の% 摘O以上

のqol〉 1.うっ血性心不全既往例 (61例ト 1000<O

(970(立 2.肥大型心筋症 (32同仁 87%(690,(立3.紘

張型心筋症 (7例) :86% (86%),4.陳旧性心筋梗

塞 (56例):73% (39%),5,弁膜症 (95例巨 83%

(73%),6.心房細動 (96例):98% (86%),7.発作

性上室頻拍疲沌8例):59%摘1%),8.心室性頻拍 (8

例):62%(37%),9.ペースメーカー植込み例 (25例):

96% (80%),といずれも高率であった.(2)または

BNP濃度は病態の悪化とともに上昇した.

【総括】〔1〕【ftl華 BNP濃度は.心筋症,弁膜症.

心房細動などの心疾患でいずれも高値を示すとともに,

心疾患の病態を反映しながら変動し,心疾患のスクリ-

ニンダや病態の把握に適 していると考えられた.〔2〕

一方,陳旧性心筋梗塞の約30%が 1臥4未満の正常値

(BNP購未満とするlと約60%も正常値)を示 し,血祭

BNP濃度による心疾患スクリ-ニンダの問題点と考え
られた.
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冠状動脈バイパス術 (CABG)後の脳障害は全症例

の1-4%にみられ,その危険因子の一つである脳主幹

動脈の高度病変を有する症例は次第に増加している.当

院では,脳主幹動脈に閉塞性病変のある症例に対 して,

術前に積極的に脳血管の再建を行い好結果を得た.

過去6年間の eAB(1751例中24f裾二高度な脳主幹動

脈の病変を認めた.この2g博打の中で脳血流シンチで脳血

流の低下が認められた6例で患側の脳血管再建術を行い,

二期的に CABG を施行し脳合併症の発生を認めなかっ

た.残 りの18例申14例で体外循環億周下の CABG を

行い.術後2例で脳梗塞が発生した.18刑中4刑では体

外循環非使用 ･心拍動下の CABG を行い, 術後合併


